定例市政記者クラブ・市長懇談会（１月）の結果について
日時：平成２４年１月１０日（火）午前１１時～正午

場所：市役所２階第３委員会室

出席：市政記者クラブ９社

　　　　　　　　

会見内容

１．話題提供（５項目）


■　台日間で昨年１１月１０日にオープンスカイ（航空自由化）協定が調印されたことを受け、昨年１２月６日に台湾の交通部民用航空局は、航空３社から新規就航路線の申請があったことを明らかにしたところであります。

■　その中には、現在釧路空港へのチャーター便運航会社である復興航空による　桃園国際空港から釧路空港への週１便の定期便が含まれております。

■　このことから、昨年１２月２７日から２９日までの日程で台北市へ地元経済界の方々とともに訪問し、復興航空と今後の課題やスケジュールの確認のほか、旅行エージェントへも出向き、セールス活動をしてきたところであります。

■　現在、復興航空は釧路空港へ８日に１回の間隔で就航しておりますが、１週間に１回の定期便化に向けて手続きを進めているとのことであり、今年４月か５月には実現したいとのお話をいただきました。

■　今後は、ＣＩＱ（税関・入管・検疫等）や空港ビルなどとの協議も重ねながら、定期便は貨物の運搬にも活用できますので、こういったことも踏まえながら受け入れ体制の構築に努めて参りたいと考えております。

併せて、旅行エージェントの企画担当者に４月からの新しい商品開発などについて様々な提案を行ってまいりました。その際にも、北海道ではどこでもタンチョウが見られると思っていたが、全然見られなかったといった声がおおくあるとのことでしたので、釧路に来ていただければ、確実にタンチョウが見れますといったお話をしながら、商品の企画提案などのセールス活動を行ってまいりました。

■　また、台北市政府にも表敬訪問し、ハウ・ロンビン台北市長ともお会いして参りました。タンチョウを介した交流に対して大きな期待をかけていただいており、今後も互いに連携を取りながら進めていくお話や、台北市立動物園と釧路市動物園との友好協定の調印についてもお話をさせていただきました。
· 　さらに、台北市と釧路市の良い関係を進めていくためにも、復興航空の定期便の就航等に台北市としても支援をしていきたいという力強いお言葉をいただいてきたところであります。

■　北海道が沿岸市町村を対象に進めている「津波避難計画策定のための研修」の一環として、「住民参加による避難所の開設訓練」が１月１８日午前１０時から釧路市立中央小学校の体育館で開催されます。

■　北海道では 全道の沿岸市町村に対して 津波避難計画を策定するように　指導しており、計画策定に当たっては ワークショップ等を開催して住民意見を十分に反映するように求めています。

■　このため、北海道では全道を６地区に分けて津波避難計画のあり方や住民参加のワークショップの進め方等を学ぶ自治体担当者向けの研修会を開催しており、今回、釧路市で開催される研修会では、避難施設に指定されている小学校の体育館を使用した避難所の開設訓練を行ないます。

■　小学校の建物を使用した災害時の避難所開設訓練は 本市では初めて実施されるものであり、東日本大震災の避難所運営で明らかとなった生活環境上の課題点や女性ニーズを検証することによって、将来、避難所の開設が必要となった時にスムーズな開設・運営ができることを目的として訓練を行なうものであります。

■　会場となります釧路市立中央小学校は、訓練に参加する寿・浪花地区の住民の津波緊急 一時避難施設で、最近完成した体育館は 災害時の避難所使用を想定して整備された建物です。


■　「第1回　丹頂の里　千年祭」が、１月２４日から２９日まで、阿寒国際ツルセンターおよび道の駅特設会場において、主催（株）阿寒町観光振興公社、ふるさと雇用再生特別対策推進事業、共催丹頂の里プロジェクト委員会により開催されます。

■　この事業は、昨年３月、タンチョウ特別天然記念物 指定６０周年のプレ事業として企画されておりましたが前日に発生した東日本大震災により中止され、指定６０周年の本番の年である本年実施の運びとなったものであります。

■　「千年祭」は、吉兆の鳥として人々に愛されている「タンチョウ」が舞い降りるこの地“丹頂の里”から、そのタンチョウの魅力を見つめ直し、より多くの方へその素晴らしさを伝えていきたい。その昔、タンチョウを絶滅の危機から救い守ってきた、そのあたたかい心を千年先も変わらず持ち続け、タンチョウと共に元気を発信していきたいとの願いから企画しました。

■　内容は、タンチョウ感謝祭、タンチョウの講話と写真テクニックが伝授   できるフォトセッションを組み合わせたタンチョウプレミアムツアー、丹頂特設コースを歩くノルディックウォーク＆健康セミナー、これからの魅力あるまちづくりを探るセミナーと交流会など、企画満載です。

■　ご当地グルメ＆特産市では、阿寒町産そば粉２種類を使った、かけそばの試食販売や阿寒ポークを使用した ジャンボチャーシューラーメン、鹿肉商品、そして開発商品の鶴ロールなども販売を予定しております。

■　スタッフ一同準備を進めているところですので、どうぞ、皆さまもご来場いただきたいと思います。

４４．
■　「第３４回阿寒湖氷上フェスティバル」が、今年は１月２１日から３月２０日までの６０日間、ＮＰＯ法人阿寒観光協会まちづくり推進機構と釧路市の主催により毎晩開催されます。

■　氷上フェスティバルは、アイヌ舞踊を盛り込んだセレモニーと阿寒湖氷上から打ち上げる「冬華美」をメインに、氷切り体験、氷上ゲーム、様々な雪像、すべり台など、観光客の皆様に 冬の楽しみと体験を存分に味わっていただくフェスティバルです。

■　フェスティバルには全国、海外からのお客様がシーズンで５～６万人が訪れ、沖縄からは毎年２月にＪＡＬをチャーターしての北海道ツアーに盛り込まれ　約４００人が、海外からは台湾、香港など東南アジアのお客様も多数訪れ、　冬の北海道を体験するメニューとして好評をいただいております。

■　また、「あいすランド阿寒」は阿寒湖の氷上でワカサギ釣りをはじめ、スノーモービル、バギー、バナナボート、スケートが楽しめる体験フィールドとして１月から３月下旬まで開設され、観光客の皆様に親しまれております。

■　阿寒湖は本日１月１０日に全面結氷したところです。また、皆様に好評をいただいている「ワカサギ釣り」もオープンしております。


■　釧路の冬の一大イベントである「くしろ氷まつり」は、催事内容を見直し、今年度より名称を改め「くしろ冬まつり」として、２月４日と５日の２日間を会期として開催することとなりました。

■　見直しに至った理由といたしましては、ここ数年来、暖冬により雪の確保が非常に難しくなっていることや、滑り台を始めとする氷雪像の安全対策が課題となっており、これら天候や気候に左右されないまつりへ転換していこうとするものであります。

■　なお、これまで市民の皆さんがお子さんと一緒になって 雪や氷に触れて いただく貴重な場となっていたこともあり、今回は氷雪像等につきましては規模を若干縮小しながら制作し、段階を踏みながら催事内容等の見直しを　積極的に進めていき、これまで以上に訪れる市民や観光客の皆様に楽しんでいただけるようなイベントにしていきたいと考えております。

■　会場は、観光国際交流センター前庭となります。また、ＭＯＯエプロンでの「氷の迷路」なども開催いたします。

■　今年の主な内容でありますが、２月４日に「氷雪像引渡し式」やキャラクターショー、北海道新聞社主催の「道新華火ファンタジア」などを行い、５日には歌謡ステージや釧路新聞社主催の「宝くじ付きもちまき大会」などが行われます。

■　子どもたちに人気の氷雪像や滑り台は、今年も陸上自衛隊など７団体の皆さんが制作されるということで、大変感謝しております。

また、観光国際交流センター内では、「くしろ水産食品まつり」や「消費者まつり」が行われる予定となっております。

【質疑要旨】
（質問）
・　台北市動物園との友好協定調印式ですが、式は台北市で行うものでしょうか。

（市長）

· そうです。台北市に山口園長が行きます。台北市動物園との調印は、釧路市
が日本で２か所目で、東京の多摩動物園に次ぐものです。

（質問）

・　住民参加による避難所開設訓練ですが、釧路市で過去に同様の訓練を行った実績はあるのでしょうか。
　　また、具体的にどういった訓練なのでしょうか。

（市長）

· 　釧路市での避難所開設訓練は初めてです。内容としては、体育館に避難したところから訓練がスタートし、避難所の開設や運営の訓練を行うものです。

（質問）

・　台湾との国際定期便就航ですが、釧路との就航が始まる場合は、道内の他空港も同時に定期便がスタートするのでしょうか。

（市長）

· 　台湾の復興航空の路線の組み方は、到着と出発に別々の空港を使い、例えば釧路に入って旭川から出るといったようなコースづくりをしていますので、道内の空港は同時に定期便化がスタートする認識をしています。
（質問）

・　丹頂の里千年祭で販売する「鶴ロール」の詳細をお聞きしたいと思います。

（市長）
・　鶴を模したロールケーキで、市内のレカンというお菓子屋さんで製作し、販売は阿寒振興公社で行っており、タンチョウの特別天然記念物指定６０周年に併せて製作したものです。他にも釧路湿原・阿寒・摩周観光圏のキャラクターである「つるまる」のクッキーも製作しています。

（質問）

・　ＭＯＯフィットネスセンターについて、廃止案の提示に伴う市民団体との話し合いはいつ頃になる予定でしょうか。

また、なぜＭＯＯフィットネスセンター利用者だけに激変緩和措置を提示するのかといった反発は無いのでしょうか。
（市長）

· 　話し合いは１月中旬頃を予定しています。昨年末に行いました前回の話し合いでは私どもの考え方を利用者の方々に示させていただき、ご意見をいただきました。今回も同様に進めていきたいと思っています。ＭＯＯフィットネスセンターが使えない中で、激変緩和の提示をなかなかしきれなかった部分はありますが、新たなプランを出しましたので、誠意を持ってお話していきたいと考えています。
　　また、議会後も市長へのポスト等で様々なご意見をいただいています。ただ、現実的にフィットネスセンターを使っていた方々のことを考えれば、長期的でなく、示させていただいたのは１年間くらいの期間ですが、激変緩和措置は必要であろうと思います。利用者以外の方々にもこの考え方を示していきながら、ご理解いただけるのではと思っています。

（質問）

・　ＭＯＯフィットネスセンター廃止条例案の再提出は２月議会、もしくは臨時会も想定されると思いますが現時点でどのように考えているのでしょうか。

（市長）

· 　フィットネスセンターは３月末で廃止の方向を進めていこうと考えていますが、今後、市民団体と話し合いを行っていきますので、それを踏まえた中で判断していきたいと思っています。
　
（質問）

・　先日、来年度の北海道開発予算が発表されましたが、国際バルク戦略港湾に選定された釧路港の整備が来年度見送られたことについて、どう考えていますか。
　　また、今回、予算に採択されなかった原因はどういったところにあると認識していますか。
　　さらにお聞きしますが、釧路港はバルク戦略港湾としての計画性が高いという当初の評価はありますが、今回の事態を受けて、今後、選定された１０港自体を見直そうという事態にはなりえないのでしょうか。
（市長）

· 　釧路がどうこうでなく、国際戦略バルク港の整備という考え方に、まだ確定されていない部分があったと思っています。一方では、新規にバルク港湾として選定された１０港に対する目標の具体化のための調査費が計上されており、国際バルク戦略港湾整備を進めていく取組みを国がしっかりと示していただいたということで、大きく前進したと思っています。
　　今回は予算に採択されませんでしたが、釧路港の整備をまず初めに行うのではなく、バルク港１０港全体で整備を進めて日本の競争力を高めるという考えが国にあり、そういった事業の進め方の違いだけだと思っています。最終的に国際戦略バルク港湾の整備を進めていく考え方に差は無く、大きな影響も無いと考えています。
　　また、選定された１０港を再度見直すことは無いと考えています。例えば穀物では釧路港を含めて５港が選定されましたが、日本には年間２，２００万トンの穀物が輸入され、船の荷役作業等を考えた時に、５港が必要だということはそういった実績からも出ています。

さらに、他港を経由せず直接穀物が入ってくる国際バルク港が５港整備されることによって、輸入コストが削減されて安価な穀物が入ってきますので、この点は重要なポイントだと思っています。

１．台湾との釧路空港国際定期便の就航等について








２．住民参加による避難所開設訓練の開催について








３．「第１回 丹頂の里 千年祭」の開催について








４．第３４回 阿寒湖氷上フェスティバルＩＣＥ・愛す・阿寒「冬華美」の開催について





５．くしろ冬まつりの開催について











6

